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　わが 国では進行性前立腺癌 に対 しては内分 泌療 法が
広 く行 われているが,多 くの症例 が2～3年 以内 に再
燃 を来たす　 この ような再燃前 立腺 癌 に対す る治療方
針 はい まだ確 立 されてお らず,そ の治療成績 も不良で
ある.し か し実際の診療 で は,再 燃前立腺癌 の患者 さ
んに対 して何 らかの治療 を していか なければな らない
のが 現 状 で あ り,初 回 治 療 がMAB療 法 で あ れ ば
antiandrogen　withdrawal　syndromeを確 認後,2次 内
分泌 療法,estramustine,タキサ ン系 薬剤 を中心 とし
た新規抗癌剤 による治療が行 われる ことが多 い.一 方
分子標 的治療 とい う新 しい視 点 か ら,angiotensin　II
receptorやhuman　cpidcrmal　growth　factor　receptorな
どを ピンポイン トに阻害す る分子標 的治療 の有効性 も
報告 されつつ ある。 また,近 年骨転移症例 に対 す る疹
痛改 善やQOLを 重視 したbisphosphonate製剤 に よ












trialのあ り方について も討論 していただいた.本 シ
ンポジウムが先生方の前立腺癌の実際の臨床に少 しで
もお役 に立てればと存 じます
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